
 第Ⅱ部 第１４章 帝国主義とアジアの民族主義運動 

１ 帝国主義と列強の展開（２）                                                                                                                    教教教教ｐｐｐｐ272727278888（（（（L19L19L19L19））））～～～～280280280280（（（（L19L19L19L19）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカアメリカアメリカアメリカ    ロシアロシアロシアロシア    

○クリミア戦争（1853～56） 

○農奴解放令（アレクサンドル 2 世，1861） 

○露土戦争（1877～78） 

○南北戦争（1861～65） 

○大陸横断鉄道が開通（1869） 

○フロンティアが消滅（1890） 

 

〔〔〔〔国内情勢国内情勢国内情勢国内情勢〕〕〕〕    

○【1     】資本により資本主義発展 

○【2                】党結成（1898） 

⇒分裂（1903） 

○【3          】（レーニンが指導） 

○【4          】（プレハーノフが指導） 

○【5       】党結成（1901） 

○立憲民主党（カデット）結成（1905） 

 

 

○原因：日露戦争による民衆の困窮化 

○きっかけ：【6         】事件 

…民衆の平和的デモに宮殿警備隊が発砲 

⇒全国で暴動・反乱がおこる！ 

※各地で【7       】が結成→活動の拠点に 

労働者の自治組織（“評議会”の意） 

○結果： 

〔1〕皇帝ニコライ 2 世が【8    】宣言を発布 

⇒国会（ドゥーマ）の開設を約束 

※首相に自由主義者の【9     】を登用 

〔2〕革命の沈静化により皇帝は反動政治へ 

※首相【10          】の農村改革 

…農村共同体（ミール）を解体 

◇革命運動の基盤を崩し，富農を育成して 

体制擁護派を増やす目的 

       ⇒失敗し，農民生活が混乱 

皇帝ニコライ 2 世 

〔〔〔〔帝国主義帝国主義帝国主義帝国主義のののの動動動動きききき〕〕〕〕    

：南下政策 

○三国干渉（1895） 

○日露戦争（1904～05） 

第 1 次ロシア革命 （1905） 

〔〔〔〔帝国主義帝国主義帝国主義帝国主義のののの動動動動きききき〕〕〕〕    

：カリブ海政策 

○パン=アメリカ会議（1889） 

…米がラテンアメリカ諸国への影響力を行使 

○【12           】戦争（米西戦争,1898） 

⇒パリ条約 

〔内容〕 

◇キューバをスペインから独立させる 

◇プエルトリコを獲得 

◇グアム・フィリピンを獲得 

○国務長官ジョン=ヘイが中国に関する 

門戸開放宣言を発表 

○【14      】政策を実行 

…棍棒外交により中米諸国への勢力拡大 

 

（共和党，1897～1901） 

（共和党，1901～09） 

○【17      】運河完成（1914） 

 

（【16    】党，1913～21） 

〔〔〔〔国内情勢国内情勢国内情勢国内情勢〕〕〕〕    

○1890 年にフロンティア消滅宣言 

○第２次産業革命→独占資本による市場支配 

○反トラスト法…独占資本による市場支配の緩和 

大統領【11          】 

大統領【13               】 

大統領【15         】 


